
 

 

 

 

 

 

季節の移ろいを感じつつ 
校長  太 田  隆 夫 

 今月半ばまで、寒暖の差が大きく季節外れに暖かい日もありましたが、比較的穏やかな天候でした。その後、冬休み前の

１週間は一転して厳しい寒さとなり、遅い冬の訪れを実感しています（写真は１２月１８日朝の様子です）。私は大学から自

宅までの徒歩で１０分程度の間に、天気のよい夜には星空を見上げなが

ら帰ることを楽しみとしています（ずっと上を見て歩いていると危ない

ので、ときどき立ち止まります）。ついこの前まで夏の大三角が真上あた

りに見えていたと思っていたのに、あっという間に（実際はそうではない

はずですが）秋の星座に移り変わり、最近は雄大なオリオン座と冬の大三

角を東の空に見ながらの帰宅となっています。また、例年この時期になる

と、数少ない天気のよい夜に寒さに震えて星空をながめることになりま

すが、今年はまるで春のような温かさに包まれながら見た日があり、少し

不思議な感じがしました。天候は年によって変動しますが、星々の運行は

人の一生程度の時間では変わることなく、規則正しく移ろいます。 

 保護者の皆様もご存じのように、高学年玄関横の小さな畑では、春から夏と秋から冬にかけて数種類の野菜が栽培されて

います。２年生は各自のプランターでも野菜を育てています。今期は白菜、ブロッコリー、芽キャベツ、かぶなどが畑に、

プランターには主にほうれん草が植えられています。特に畑の白菜とブロッコリーは大きく育ち、今月初めにはそれらの一

部と大学の農場で２年生が収穫した大根、さつまいもなどを使って、野菜たっぷりのスープを同じく２年生が作りました。

私もそのスープをいただきましたが、野菜の甘味やうま味がしみ出たおいしいスープでした。鳥取であれば、家庭でも野菜

作りに接する機会があるかもしれませんが、学校での種まき・植え付け、水やり、収穫、食することの経験を通して、植物

とそれを育む土、水、日光といった環境、食物（さらには世界の食料問題）などにも関心をもち、将来にわたって学びを深

めることにつながっていけばと思います。 

 ２０２３年も残すところわずかとなりました。今年の後半は、本格的にコロナ禍からの脱却・回復が進みましたが、学校

の行事や運営については単に元に戻すだけでなく、見直すべきところは見直しながら行ってきました。保護者の皆様には多

大なるご支援・ご協力をいただきましたことに御礼申し上げます。新年も引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 皆様よいお年をお迎えください。 

 

実りの学校の開催について 

各学年が「キャリアに拓く」の学習を含む生活科や総合的な学習の時間で学習したことを発表する「実りの学校」を、次

の日程で開催します。詳しい内容は１月にご案内します。 
 
２月３日（月）  １年生：8：50～9：30    ２年生：10：00～10：40   ３年生：11：10～11：50  

２月４日（火）  ４年生：8：50～9：30    ５年生：10：00～10：40   ６年生：11：10～11：50  

＊＊＊ 全校なかよしあそび ～その１～ ＊＊＊ 

運営委員会は、先日の代表委員会で決定した全校児童がなかよくなるためのイベント

を開催しました。第一弾は色別で体育館で「なわとび」をする企画です。色別で昼休憩

に集合して、いろいろな学年の友達といろいろな跳び方を楽しみました。第二弾は全校

児童一斉の「おにごっこ」を校庭で行う予定です。さらに楽しい企画を準備中です。 

 

 

「尚徳」１２月号 第６１５号 令和５年１２月２２日 

鳥取大学附属小学校 学校便り 

https://sho.fuzoku.tottori-u.ac.jp/ 

 

題字「尚徳」は，住川英明 鳥取大学名誉教授（元校長） 



学校の様子  

＊＊＊ キャリアに拓く ＊＊＊ 

 大学の学部や研究機関、地域の施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成を目指していく活動、「キャリア

に拓く」の学習が進んでいます。学年ごとの活動の様子を紹介します。ホームページにも順次掲載していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２年生は農学部の2人の先生の授業に参加させていただきま

した。地域貢献事業で実施した「トロハタ」開発について

や、「生産者（農家）」、「流通業者（八百屋）」、「消費者」の

それぞれの役割について給食などと関連付けて教えていただ

きました。 

４年生は留学生や、留学生と関わっておられる先生の話を伺

いました。留学生との交流会では、日本文化について子供た

ちが調べたことを伝え、留学生それぞれの出身国の文化につ

いて話を聞きました。 

６年生は工学部の２つの学科を訪問しました。化学バイオ

系学科では、研究室、実験室の見学と「蓄光」スライム作

り体験を、電気情報系学科では、プログラミング体験と電

子回路制作体験を行いました。機械物理系学科では、「ジ

ャイロ効果」について学びました。 

５年生は医学部の先生に来校していただき内視鏡の発明

についての話を聞きました。さらに1月には医学部や附

属病院を訪問して、医学部の各学科の先生に医療につい

ての専門的な体験をさせていただく予定です。 

３年生は農学部の先生に身の回りにある湖山池の環境や

鳥取砂丘の自然についてお話をしていただきました。湖

山池の汽水化は人間の手によって行われていることを知

り、自然環境を考える上で人間の生活も含めて考えるこ

とが必要になってくることを学びました。 

１年生は身近な鳥取大学の見学をしました。地域学部

と農学部の４人の先生にお話を伺い、赤ちゃん人形を

抱く活動、砂丘の砂を使った実験、ゲームを通したコ

ミュニケーション作りなどを体験させていただきまし

た。 


